
内
閣
衆
質
一
六
三
第
二
五
号

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
在
外
職
員
の
飲
酒
対
人
交
通
事
故
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
受
領

答

弁

第

二

五

号



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
外
務
省
在
外
職
員
の
飲
酒
対
人
交
通
事
故
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

外
交
関
係
に
関
す
る
ウ
ィ
ー
ン
条
約
（
昭
和
三
十
九
年
条
約
第
十
四
号
。
以
下
「
ウ
ィ
ー
ン
条
約
」
と
い
う
。
）
第
一
条

（ｅ）
に
規
定
す
る
外
交
官
で
あ
る
外
務
省
在
外
職
員
（
以
下
「
在
外
職
員
」
と
い
う
。
）
は
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
が
規
定
し
享
有

す
る
特
権
及
び
免
除
を
害
す
る
こ
と
な
く
、
接
受
国
の
法
令
を
尊
重
す
る
義
務
が
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
責
任
を
問
う
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
在
外
職
員
に
よ
る
違
反
行
為
に
つ
い
て
、
我
が

国
の
法
令
上
の
根
拠
が
あ
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
在
外
職
員
の
法
的
責
任
を
問
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

外
務
省
に
お
い
て
は
、
各
在
外
公
館
に
対
し
、
在
外
職
員
に
よ
る
交
通
事
故
及
び
飲
酒
運
転
の
防
止
に
つ
い
て
注
意
喚
起

を
行
う
と
と
も
に
、
交
通
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
速
や
か
に
外
務
本
省
に
報
告
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
対
人
交
通
事
故
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年

一



十
月
二
十
六
日
ま
で
、
在
外
職
員
が
外
国
で
起
こ
し
た
交
通
事
故
で
人
的
被
害
（
本
人
を
除
く
。
）
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て

は
、
計
二
十
六
件
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
年
度
別
の
内
訳
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
が
一
件
、
平
成
四
年
度
が
三
件
、
平

成
五
年
度
が
一
件
、
平
成
六
年
度
が
一
件
、
平
成
八
年
度
が
一
件
、
平
成
九
年
度
が
四
件
、
平
成
十
年
度
が
二
件
、
平
成
十

一
年
度
が
一
件
、
平
成
十
二
年
度
が
二
件
、
平
成
十
三
年
度
が
一
件
、
平
成
十
四
年
度
が
二
件
、
平
成
十
五
年
度
が
四
件
、

平
成
十
六
年
度
が
二
件
及
び
平
成
十
七
年
度
が
一
件
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
�
種
職
員
（
旧
上
級
職
職
員
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
が
起
こ
し
た
事
故
は
、
五
件
で
あ
り
、

そ
の
年
度
別
の
内
訳
は
、
平
成
四
年
度
、
平
成
五
年
度
、
平
成
八
年
度
、
平
成
九
年
度
及
び
平
成
十
五
年
度
が
そ
れ
ぞ
れ
一

件
で
あ
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

四
及
び
五
に
つ
い
て
で
述
べ
た
事
故
の
う
ち
、
在
外
職
員
が
飲
酒
（
酒
気
帯
び
を
含
む
。
）
状
態
で
起
こ
し
た
事
故
に
つ

い
て
は
、
計
七
件
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
年
度
別
の
内
訳
は
、
平
成
四
年
度
が
二
件
並
び
に
平
成
六
年
度
、
平
成
九
年

度
、
平
成
十
一
年
度
、
平
成
十
三
年
度
及
び
平
成
十
五
年
度
が
そ
れ
ぞ
れ
一
件
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
�
種
職
員
が
起
こ
し
た
事
故
は
、
平
成
四
年
度
の
一
件
で
あ
る
。

二



八
に
つ
い
て

ペ
ル
ソ
ナ
・
ノ
ン
・
グ
ラ
ー
タ
と
は
、
好
ま
し
く
な
い
人
物
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
第
九
条
�
は
、
接
受

国
は
、
い
つ
で
も
理
由
を
示
さ
ず
、
派
遣
国
に
対
し
、
使
節
団
の
長
又
は
使
節
団
の
外
交
職
員
で
あ
る
者
が
ペ
ル
ソ
ナ
・
ノ

ン
・
グ
ラ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
を
通
告
す
る
こ
と
が
で
き
、
派
遣
国
は
、
状
況
に
応
じ
、
そ
の
者
を
召
還
し
、
又
は
使
節
団
に

お
け
る
そ
の
者
の
任
務
を
終
了
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
規
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
条
�
は
、
派
遣
国
が
そ
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
場
合
又
は
相
当
な
期
間
内
に
こ
れ
を
履
行
し
な

か
っ
た
場
合
に
は
、
接
受
国
は
、
そ
の
者
を
使
節
団
の
構
成
員
と
認
め
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
規
定
し
て

い
る
。

九
及
び
十
に
つ
い
て

昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
十
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
に
在
外
職
員
で
ペ
ル
ソ
ナ
・
ノ
ン
・
グ
ラ
ー
タ
に

指
定
さ
れ
た
者
は
、
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

三


